人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案 by 新家 佐和子
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
首都大学東京大学院　都市環境科学研究科　建築学域
16886436　新家佐和子
指導教員　　小泉雅生
平成 29 年度修士論文
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
目次
目次
論文要旨
第 1章　背景と目的
第 2章　アンケート調査
　　2-1. 調査概要
　　2-2. 調査結果
　　　　2-2-1. 動物の種類
　　　　2-2-2. 動物の行動可能範囲
　　　　2-2-3. 動物との暮らしの工夫
　　2-3. 小括
第 3章　視察・ヒアリング調査
　  3-1. 施設概要
　  3-2. 視察調査
　  3-3. ヒアリング調査
第 4章　空間構成手法の考察
　  4-1. 課題に対する手法
　　4-2. モデュールの操作
第 5章　設計提案
　　5-1. 敷地の選定
　　5-2. 設計概要
第 6章　総括と展望
　
参考文献
資料　
梗概
1
論文要旨
論文要旨
　現在、日本では約２０００万頭弱の犬と猫がペットとして飼育
されており、その数は１５歳未満の子供の総数を上回っている。
未婚率や離婚率の上昇、交際率の減少等家族がいない人の増大に 
より、ペットを自分を必要かつ大切にしてくれる伴侶と見なすよ
うな状況が生じている。また、動物との触れ合いによって心身を
改善させるアニマルセラピーという手法があり、医療や福祉、教
育の現場で活用されている。現状、日本では欧米諸国に比べアニ
マルセラピーの導入に消極的であるが、動物が身近な存在になる
につれ普及が進むと予測される。以上のことから、今後人と動物
の関係がより密接になることを仮定し、建築においても人と動物 
の共生を目指した空間構成手法を導くことを目的とした研究とす
る。本論文は以下に示す 5つの章で構成される。
　第 1章では、ペットの変遷と、アニマルセラピーという治療方
法について記述し、今後の人と動物の関係性の変化の可能性を示
すことで、本論文の背景と目的について述べる。 
  
　第 2章では、動物を施設内で飼育している福祉施設へのアンケー
ト調査を行った。施設内の動物の行動範囲の把握、動物との暮ら
しの工夫の把握、施設の平面図の収集、の 3つを定め実施したと 
ころ、34 の施設から回答を得られ、その内 25 の施設からは平面
図を回収した。結果、飼育される動物の種類の大半が犬であった為、
以降の分析、提案等も犬を対象として行うこととした。得られた
回答を分析し、まず、各施設動物の行動可能範囲を、広域な施設
から狭域な施設まで、 5 段階に分類した。次に、インテリアの工夫
に関わるアンケートの回答内容をまとめ、行動可能範囲の大小に
応じて比較した。結果、行動可能範囲が広い施設ほど、インテリ
アの工夫として柵やリードを用いており、「動物の行動可能範囲の
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制御」が課題であることを明らかにした。他、多く得られた回答
として「床の素材の考慮」「匂いの懸念」が課題であることが明ら
かとなった。 
  
　第 3章では、特別養護老人ホームとショートステイを併設して
いる施設をピックアップし、現地調査及びヒアリング調査を行い、
施設内での動物の過ごし方と、アニマルセラピー活動に関わる人
の意見を把握した。調査では、施設で飼育されている 1匹の犬の
追跡調査を行い、犬とその周辺の利用者とスタッフの行動を記録
した。その結果、車椅子で生活を送る利用者と犬の視線が合わな
いこと、犬がスタッフの動線を妨げてしまうこと等から、「視線の
差異の解消」「犬の適切な動線の確保」といった課題を導きだした。
続いて施設スタッフにヒアリング調査を行い、「脱走防止への配慮」
「犬の世話の負担」「老犬の暮らし」が課題であることが明らかと
なった。
 
  
　第 4章では、人と動物の共生を図る空間構成手法について、2
つの視点から考察を行った。まず、調査より明らかとなった課題
から、以下の 4つの手法を導き出した。1つ目に【レベルの操作】
で、段差を利用し、犬の運動能力による行動範囲の制御や、人と
の視線の差異の解消を行った。2つ目に【動線の分割】で、犬の
適切な動線の確保と、人と犬の各々に適した床材の使用を行った。
3つ目に【角のない空間】で、身体能力や視力の低下した犬が過
ごしやすい空間とした。4つ目に【風の抜ける形態】で、匂いの
懸念を改善した。
　次に、犬と人が同じ空間を利用することに着目し、以下の 2つ
の手法を導き出した。1つ目に【同じ形態を用いる】ことで、1つ
の形態を人と犬が使用することを前提に設計し、互いの生活の結節 
点を生み出した。2つ目に【同じ要素を用いる】ことで、人の為
に作られたある要素を犬の為に再構した。 
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　第 5章では、前章までの分析結果の有効性を示す試みとして、
人と犬の共生を主題とした福祉施設の設計提案を行った。25 室程
度の小～中規模の滞在型の福祉施設を、第 4章で得られた手法を
用いることで、犬との共生を図ることのできる施設を実地に示し、
第 4章で導き出された設計手法の有効性を実証した。 
  
　第 6章では、本研究で行なった分析・設計提案について総括と
展望を示した。今後の人と動物の共生の為の空間構成の可能性を
提示した。
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第１章　背景と目的
　　現在、日本では約 2000 万頭弱の犬と猫がペットとして飼育さ
れており、その数は１５歳未満の子供の総数を上回っている (図
1)。原因として、未婚率や離婚率の上昇、交際率の減少等家族が
いない人の増大が挙げられ、飼育者は自分を必要かつ大切にして
くれる存在をペットに求めている。ペットを家畜目的で飼う時代
から愛玩する目的で飼う時代へ変化し、現代では伴侶と見なすよ
うな状況が生じている。
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　現在、日本では約2000万頭弱の犬と猫がペットとして飼育されており、その数は１５歳未満の子供の総数を上回っている(図１)。原因として、未婚率や離婚率
の上昇、交際率の減少等家族がいない人の増大が挙げられ、飼育者は自分を必要かつ大切にしてくれる存在をペットに求めている。ペットを家畜目的で飼う
時代から愛玩する目的で飼う時代へ変化し、現代では伴侶と見なすような状況が生じている。
　また、動物との触れ合いによって心身を改善させる治療方法として、アニマルセラピーという手法があり、医療や福祉、教育の現場で活用されている。効果と
して、ペットを飼育することで「病院に行く回数が減った。」「高血圧の飼い主の血圧が低下した。」等の研究成果が報告されている。現状、日本では欧米諸国
に比べアニマルセラピーの導入に消極的であるが、動物が身近な存在になるにつれ普及が進むと予測される。
　以上のことから、今後人と動物の関係がより密接になることを仮定し、建築においても人と動物の共生を目指した空間構成手法を導くことを目的とした研究と
する。本研究では施設飼育型のアニマルセラピーを導入しており、人と動物が同じ建物で暮らしている福祉施設を調査し、設計提案を行う（図2）。
図 1：人口 (15 歳未満、65 歳以上 ) と犬 +猫の飼育頭数の推移　 ※一般社団法人ペットフード協会
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　また、動物との触れ合いによって心身を改善させる治療方法と
して、アニマルセラピーという手法があり、医療や福祉、教育の
現場で活用されている。効果として、ペットを飼育することで「病
院に行く回数が減った。」「高血圧の飼い主の血圧が低下した。」等
の研究成果が報告されている。現状、日本では欧米諸国に比べア
ニマルセラピーの導入に消極的であるが、動物が身近な存在にな
るにつれ普及が進むと予測される。
　アニマルセラピーには、福祉を目的とする「動物介在活動
(Animal Assisted Activity)」、医療を目的とする「動物介在療法
(Animal Assisted Therapy)」、教育を目的とする「動物介在教育
(Animal Assisted Education)」の３つの種類があり、導入される
施設として、老人福祉施設、知的障害者施設、精神科病棟、小児病棟、
刑務所などが挙げられる (図 2)。
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※ペットライフ社図 2：対人・対ペットの最高血圧比較図
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　以上のことから、今後人と動物の関係がより密接になることを
仮定し、建築においても人と動物の共生を目指した空間構成手法
を導くことを目的とした研究とする。本研究では施設飼育型のア
ニマルセラピーを導入しており、人と動物が同じ建物で暮らして
いる福祉施設を調査し設計提案を行う（図 3）。
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図 3：アニマルセラピーの分類
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第 2章　アンケート調査
2-1. 調査概要
　図 4に調査概要を示す。全国の 51 の動物を飼育している福祉施
設を対象に、アンケートの回答と施設の平面図の送付の依頼を、
2017 年 12 月 5 日〜2017 年 12 月 21 日の期間に行った。また、対
象施設の探索は施設の webb ページの調査によるものである。
調査
アンケート調査
対象
51 の福祉施設
調査期間
2017.12.5-2017.12.21
内容
・施設内の動物の行動範囲の把握
・動物との暮らしの工夫の把握
・施設の平面図の収集
図 4：アンケート調査概要
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　図 5はアンケートの内容を示す。施設内の動物の行動範囲と暮
らしの工夫に関することで、９つの質問に文章で回答して頂いた。
図 5：アンケート調査内容
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　図 6はアンケートを回収した施設と、平面図の回収状況を示す。
アンケートの回答を 32 の施設から (回収率 62.7％)、平面図を 25
の施設から (回収率 49.0%) 得ることができた。
図 6：アンケート回収施設概要
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2-2. 調査結果
2-2-1. 動物の種類
　図 7はアンケートを回収した 32 の施設で飼育している 38 匹の
動物の種類の割合を示す。犬が一番多く 34 匹 (89.5%)、猫が 3匹
(7.9%)、ヤギが 1頭 (2.6%) 飼育されていた。また犬の種類は、雑
種が 9頭、トイプードルが 7頭、シーズーが 5頭、ヨークシャー
テリアが 3頭と、比較的小型犬が多く飼育されていることが明ら
かとなった。世話のしやすさや、人との交流を好む性格と言われ
る犬種が選ばれていることが考えられる。また、ブリーダーによっ
て躾された犬を探し、選定している施設も見られた。
　本調査において、飼育される動物の種類の大半が犬であった為
以降の分析、提案等も犬を対象として行うこととした。
図 7：飼育される動物の種類の割合
犬（34 匹）
雑種…9匹
トイプードル…7匹
シーズー…5匹
ヨークシャーテリア…3匹
ラブラドールレトリーバー…2匹
柴犬…２匹
他…6匹
猫(3 匹 )
ヤギ (1 頭 )
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2-2-2. 動物の行動可能範囲
　アンケートの②〜⑥の質問は、動物の施設での過ごし方の把握
を目的としている。分析するにあたって、平面図を回収した 25 の
施設の動物の行動可能範囲、ケージの位置、トイレの位置、食事
をする場所、寝る場所、また動物の為のインテリアの工夫等を平
面図上に記した。
　図 8は施設内の行動可能範囲の割合ごとに大きく 5つに分類し
た結果を示す。
図 8：動物の行動可能範囲による分類
動物の行動可能範囲
ケージの設置場所
食事の場所
トイレの場所
寝る場所
C
E
T
S
ⅰ. 全範囲
ⅱ. 厨房以外
ⅲ. 共用部のみ
ⅳ. 一部の共用部のみ
ⅴ. 一部の外部のみ
/ 3 施設
/ 6 施設
/ 5 施設
/ 12施設
/ 6 施設
計 32 施設
広域
狭域
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EV階段室
玄関
ロビー
事務室
相談室
休憩室
宿直室
WC
会議室
事務室
浴室
WC EV階段室
リネン庫
リビング・ダイニング
居室
WC
居室
静養室
医務室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室居室居室居室居室居室
図書室
WC EV階段室
リネン庫
倉庫
居室
居室
居室
居室
居室居室居室居室居室居室
リビング・ダイニング
居室
WC
１F
２F
３F
中庭
事務室
WC
洗濯室
厨房
浴室
居室
居室
居室倉庫
霊安室
会議室
勉強室
風除室
倉庫
宿直室
在宅支援
センター
風除室
応接室
機能訓練
更衣室
談話室
WC
機能
訓練室休憩室
ディサービス
ダイニング 事務 休憩室
風除室 機能訓練室
居室 居室 居室 WC
WC
居室
居室
居室
中庭
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
中庭
居室
居室
居室
居室
居室 居室 WC 倉庫
医療室
静養室
WC
湯沸室
リビング
リビング
C
T
E
犬が苦手な来場者向けに
事務室ドアに柵を設置
職員が飼っており連れて帰る為
寝る場所は職員の自宅
居室
WC洗濯室
浴室
WC
機械室
玄関
厨房
EV
応接
給湯
休憩室
更衣室
階段室
EV 倉庫
通所
リハビリ
デイケア室
倉庫
居宅
施設長室
リハビリ
事務室 静養室
WC 多目的室
リハビリ室
個別リハビリ室
玄関
台所
台所
WC
食堂
浴室
レクレーション室
テラス
食堂
WC
浴室
EV
EV
階段室テラス
倉庫
休憩室
サービス
ステーション
浴室
浴室
倉庫
WC
倉庫 会議室 倉庫 診察
ホール
セミパブリック室
WC
居室 居室 居室
居室 居室 居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室 居室
居室
WC
台所
台所
WC
食堂
浴室
レクレーション室
テラス
食堂
WC
浴室
EV
EV
階段室
サービス
ステーション
バルコニー
WC
ホール
食堂・談話室
WC
居室 居室 居室
居室 居室 居室 居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室 居室
倉庫
WCWC
汚物処理
居室 居室
居室 居室 居室
居室
居室
職員が飼っており連れて帰る為
食事と寝る場所は職員の自宅
１F
２F
３F
ケージがない代わりに
座布団を敷いている
2.厨房以外行動可能
厨房 居室 共用
T S
TE
S
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介護付有料老人ホーム
R施設
サービス
動物 犬：2匹
居室
浴室
浴室
浴室
洗濯室
階段室
カフェ
事務室
エントランス
玄関
厨房
ダイニング
EV
EV
相談室
トイレ
理美容室
テラス
農園
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
洗濯室
浴室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
階段室
健康
管理室
EV
EV
ラウンジ
機能訓練
ラウンジ
機能訓練
ケアステーション
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
洗濯室
浴室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
階段室
EV
EV
ラウンジ
機能訓練
ラウンジ
機能訓練
ケアステーション
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
洗濯室
浴室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
階段室
EV
EV
ラウンジ
機能訓練
ラウンジ
機能訓練
ケアステーション
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
洗濯室
浴室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
階段室
EV
EV
ラウンジ
機能訓練
ラウンジ
機能訓練
ケアステーション
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
C
T S
E
１F ２F ３F
４F ５F
柵を設置して
通れないようにしている
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W施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
Z施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
サービス付高齢者向け住宅
Ky施設
サービス
動物 犬：1匹
Hr施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
Mt施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
浴室
洗濯室
テラス
EV
WC
階段室
洗面室
リビング・ダイニング
台所
倉庫
玄関WC
事務室
居室
居室
WC事務室
階段室
WC
バルコニー
WC
EV
居室
居室
居室
居室
居室居室居室
C
T
S
E
T
ソファーの背もたれに登らないように
パーテーションを設置
１F
２F
浴室WC
居室
リビング・ダイニング
玄関
台所
倉庫
居室
居室
居室
居室
居室
居室居室
C
T S
E
来客の際の飛びつき
防止の為に柵を設置
リビング
ダイニング
居室
WC
事務室
玄関
WC
EV
食堂 洗濯室厨房
階段室
浴室
ポーチ
ホール 応接室
休憩室
居室 居室 居室 居室
居室 居室 居室 居室 居室居室
C
T
SE
柵を設け食事の時間は食堂に入れないようにしている
１F
浴室
台所事務室 倉庫 玄関
居室
書庫
WC
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
C SE
S
居室 居室 居室 居室 居室
居室 居室 居室 居室
会議室
食堂
浴室
事務室
玄関
居室居室居室居室居室
居室居室居室
会議室
食堂
浴室
玄関
居室
SE
3.共用部のみ行動可能
厨房 居室 共用
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介護付有料老人ホーム
Ar施設
サービス
動物 犬：1匹
Ng施設
サービス
動物 犬：1匹
 グループホーム
O施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
デイサービス
T施設
サービス
動物 猫：1匹
介護老人保健施設
居室
リビング
ダイニング
EV
台所
事務室
玄関
WC
倉庫
倉庫
WC階段室
浴室
洗濯室居室 和室 居室 居室 居室
居室
居室
居室
居室
C
T S
E
１F
犬のテリトリーを守る為に
リビングの一角を柵で仕切っている
ホール
浴室
応接室
事務室
WC
WC厨房
浴室
デイサービスセンター
風除室
居室 居室 居室 居室 居室 居室
居室 居室 居室
WC
WC
台所
リビング
ダイニング
洗濯室
階段室
予備室
浴室
WC
居室 居室 居室 居室 居室 居室
居室 居室 居室
WC
WC
台所
リビング
ダイニング
洗濯室
階段室
ホール
洗濯室
リネン庫
ロッカー室
応接室
事務室
風除室
ポンプ室 診療室 会議室 WC
EV
玄関
階段室
EV
WC
機能訓練室
機能訓練室
階段室
居室 更衣室訪問
介護
汚物
処理
階段室
EV
玄関 WC 厨房
倉庫 相談室
ラウンジ
ホール
多目的室
会議室
事務室 台所
テラス
居室
浴室
汚物
処理階段室
EV
食堂ホール
事務室
台所
居室
居室
機械
居室
居室
居室
居室
居室
WC
WC
居室 居室 居室 居室 居室
居室
浴室
汚物
処理階段室
EV
食堂ホール
事務室
台所
居室
居室
機械
居室
居室
居室
居室
居室
WC
WC
居室 居室 居室 居室 居室
居室
浴室
汚物
処理階段室
EV
食堂ホール
事務室
台所
居室
居室
機械
居室
居室
居室
居室
居室
WC
WC
居室 居室 居室 居室 居室
居室
浴室
汚物
処理階段室
EV
食堂ホール
事務室
台所
居室
居室
機械
居室
居室
居室
居室
居室
WC
WC
居室 居室 居室 居室 居室
社長室
C E
１F ２F
夜も自由にさせている為
行動可能範囲の中で好きな所で寝る
１F
C
T S
E
１F
２F
３F
４F
５F
SE
4.共用部の一部のみ行動可能
厨房 居室 共用
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グループホーム
Kk施設
サービス
動物 犬：1匹
M施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
Hk施設
サービス
動物 犬：1匹
グループホーム
Mk施設
サービス
動物 犬：1匹/ヤギ:1匹
グループホーム
Sw施設
サービス
動物 犬：1匹
介護付有料老人ホーム
ポーチ
居室
浴室
洗濯室
WC
リビング・ダイニング
事務室
倉庫
台所
居室
居室
居室
居室
玄関
WC
居室 居室 居室 居室
テラス
テラス
居室
浴室
洗濯室
WC
台所
居室
居室
居室
居室
玄関
WC
居室居室居室居室
C T SE
居室
WC
WC
事務室
LDK
居室
居室居室居室
居室居室居室居室浴室
更衣室
ホール
面会室
WC
更衣室
居室
WC
LDK
居室
居室 居室 居室
居室 居室 居室 居室 浴室
更衣室事務室
LDK
浴室
居室
居室
WC
居室
居室
居室
相談室
WC
居室居室居室居室
C
T S
E
居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室浴室WC
介護室
事務室
応接室
風除室
ホール EV
階段室
居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室
食堂
厨房
WC
階段室
居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室浴室WC
介護室
理容室 EV
階段室
居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室
食堂・談話室
配膳
WC
階段室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室浴室WC
介護室
理容室 EV
階段室
居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室 居室
食堂・談話室
配膳
WC
階段室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
居室
車寄
C SE
リビング
ダイニング
居室 WC 洗濯室 浴室
WC
WC
事務室
機械室
玄関
ポーチ
居室
居室
居室
居室 居室 居室 居室
居室
台所
リビング
ダイニング
居室WC洗濯室浴室
WC
WC
機械室
居室
居室
居室
居室居室居室居室
居室
台所
C
T S
E
１F
２F
３F
事務室
玄関
ポーチ
浴室
WC
ホール
厨房
WC
WC
居室 居室 居室
居室 居室 居室 居室 居室
居室
中庭デッキ裏庭
ホール
事務室
浴室
WC
厨房
WC
WC
居室 居室 居室
居室 居室 居室 居室 居室
居室
ホール
C
T S
E
犬は夏期、冬期に玄関内に入れる
5.外部の一部のみ行動可能
厨房 居室 共用
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2-2-3. 動物との暮らしの工夫
　図 9にアンケートの⑦の質問の「ペットと暮らす上でのインテ
リアの工夫があれば教えて下さい。」に対する回答を示す。多く見
られた回答として、柵やリード等で動物の行動範囲を調整する工
夫があった。
第2章　アンケート調査
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
図 9：インテリアの工夫に関する質問の回答結果
・犬の視点で見て、危険物を置かない。
・玄関に仕切りを設置。（出ていかないように）
・利用者が行き来する場として、エレベーター横で出来るだけ触れ合うことが
出来るようにしています。
・１Fソファーの背もたれ部に登らないよう、背もたれにパーテーションを置
きました。
・玄関に柵をした。（来客に飛びつかない為）
・一定の場所に柵を設けている。
・利用者様がご飯を食べているときには柵を入り口につける。
・ダイニングに柵を置いています。
・リードで行動範囲を広くしている。
・犬のテリトリーを守る為に、リビングの一角に柵を作っている。
・犬が苦手な来客者向けに、事務室ドアにゲート設置。
・外での飼育の為季節に応じブルーシートの量を変えたり毛布などを使ってい
ました。
・フローリングが多いので所々に滑り止めマットをひいている。
・毛が抜けたり薄汚れる為、ソファーの素材は検討している。
・事務所とホールの間に柵を設けている。
21
　図 10 にアンケートの⑧質問の「ペットの為に建物をリフォーム
するとしたら、何処をどの様に変更しますか。」に対する回答を示
す。多く見られた回答として、犬が滑りにくい床や消臭機能を持
つ壁紙等の材料に関する意見や、動物が遊んだり排泄したりする
為の外部空間が欲しい等の意見があった。
第2章　アンケート調査
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
図 10：動物の為のリフォームに関する質問の回答結果
・ケージの設置場所を犬にとって落ち着く場所にしたい。
・猫用出入口。
・床を滑りにくい材質にする。
・消臭機能のついた壁紙を使う。
・運動させてあげれるような状況を作らせてあげたい。
・１Fリビングの行動面積を少し減らしたい。
・建物の外にも行動可能区域を作りたい。
・トイレの設置場所。
・農園（テラス）が狭いので広くする。
・屋根のあるスペースを設け小屋以外に雨風や雪を凌げる場所を作りたい。
・床を滑りにくい素材に変えたいです。
・特になし。建物リフォームよりペットの教育でハード面は解消できるので。
・共用フロアに居住スペースを設ける。（入居者との講習を考えて）
・外と中を自由に行き来できる環境。
・しっかりとした屋根と広いドッグランスペース（外で飼う前提です）
・外でしかトイレをしないので外で自由に走れる場所を作りたい。
・フローリングで滑ってしまう為、床を滑りにくいものにしたい。
・床面がフローリングなのでカーペットを敷けばもっと動きやすいのですが、
掃除が大変。床暖房もあるので。
・駐車場の一部を芝生にして、入居者様とペットが遊べるようにしたい。
・排泄することが可能な広めのベランダや庭が欲しい。
・外に出るときのドアに通り抜けの小さな窓があれば便利。
・土間等で犬が過ごしやすい環境を整えてあげたい。
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　図 11 にアンケートの⑨の質問の「その他、福祉施設でのペット
との暮らしに関するご意見等あればお書き下さい。」に対する回答
を示す。多く見られた回答として、動物のしつけに関する意見や、
動物が嫌いな方への考慮が重要等の意見があった。
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図 11：自由記述の回答結果
・衛生面に配慮し一緒に生活している
・利用者へ噛んだり、吠えたりしないよう、しつけには気を付けました。
・まだ２歳で元気すぎるので、年齢的に落ち着いたワンちゃんを導入していく
のも有効だと思います。
・赤ちゃんの時からしっかり教育することが必要。
・導入の際にしっかりと「しつけ」しないと生活は難しくなる。
・アニマルセラピーの導入と同時に、動物の殺処分も減らしていきたい。
・ご利用者にあまりなじまなかった為、職員のみがほとんど関わっています。
しっかりしつけが出来ていなければ、来訪者、利用者等に迷惑をかけます。
・利用者様でも好き嫌いがあるので、室内犬は考えていません。
・利用者様や利用者様ご家族に犬が嫌いな方もいる為考慮が必要。
・虚弱高齢者のいる施設で感染症予防は大変重要。そのため、ペットに優しい
消毒薬を使い常にペットも清潔保持している。
・アニマルセラピーは有効だと思うが、ペットも生き物である限り、きっちり
世話すべきだし、その労力は利用者を差し置いてはならないと思う。
・衛生面の管理はとても難しい。
・ホームではペットという認識はありません。同じ仲間と捉えています。
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2-3. 小括
　図 12 はアンケート調査の分析結果を示す。表の縦軸は各施設の
動物の行動範囲を５段階に分類したものであり、横軸はアンケー
トの各質問に対して多く得られた回答である。
　表の点線で示す範囲に着目すると、「質問③：ケージを設置して
いる施設」の割合は動物の行動可能範囲が広い程低く狭い程高く
なっており、動物の行動可能範囲が広いほど動物との暮らしに対
する抵抗が低いことがわかる。「質問⑦：行動範囲制御の工夫をし
ている施設」の割合は動物の行動範囲が広い程高く狭い程低くなっ
ており、動物と暮らすためには行動範囲の制御を始めとするイン
テリアの工夫をすることが好ましく、現状の建物は動物の暮らし
に対応しないことがわかる。「質問⑨：好き嫌いの配慮が必要とコ
メントした施設」の回答は動物の行動範囲が狭い施設のみに見ら
れ、動物が苦手な人への配慮が動物飼育への課題であることがわ
かる。
　以上のことから、福祉施設で動物を飼育するにあたって「人の
生活や動物が苦手な人を考慮した動物の行動範囲の制御」が主題
であることが明らかとなった。
第2章　アンケート調査
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図 12：アンケート調査の分析結果
ケージを設置
している施設
行動可能範囲
質問② 質問③ 質問⑦ 質問⑧ 質問⑨
インテリアの工夫を
している施設
材料に関する
回答をした施設
外部空間に関する
回答をした施設
好き嫌いの配慮に関する
回答をした施設
ⅰ. 全範囲
ⅱ. 厨房以外
ⅳ. 一部の共用部
ⅴ. 一部の外部
ⅲ. 共用部
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第 3 章　視察・ヒアリング調査
　  3-1. 施設概要
　  3-2. 視察調査
　　3-3. ヒアリング調査
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図 13：施設概要
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第 3章　視察・ヒアリング調査
　アンケート調査を行なった中から一つの施設をピックアップし、
施設内での動物の過ごし方と、アニマルセラピー活動に関わる人
の意見を把握を目的に、視察・ヒアリング調査を実施した。
3-1. 施設概要
　図 13 は調査を行なった施設の概要を示す。Sk 施設は神奈川県
横浜市に位置し、特別養護老人ホームとショートステイのサービ
スを行なっており、大半の利用者は車椅子を中心とした生活を送っ
ている。昭和 59 年に開設後、昭和６１年には日本動物病院福祉協
会（JAHA）の支援により日本で初めてアニマルセラピーを導入した。
現在１は匹のセラピー犬を飼育しており、また月に一度 JAHA のボ
ランティアにより他の動物が訪問し、利用者と触れ合う機会が設
けられている。
施設名称
サービス
所在地
運営主体
開設年月
定員
スタッフ
施設規模
備考
Sk 施設
特別用語老人ホーム
ショートステイ
神奈川県横浜市
社会福祉法人
昭和 59 年 5月
82 名
約 70 名
RC 造地上 3階建
日本の福祉施設で初めて
アニマルセラピーを導入
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図 14：追跡調査記録内容 1
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3-2. 視察調査
　13:00〜14:30 の間、施設内で犬の追跡調査を行った。図 14 は
犬とその周辺の人の行動を示す。
凡例
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文字
犬に反応した利用者
犬に反応しなかった利用者
利用者の行動
犬の行動
犬の導線
文字
[13:30～14:00]
[14:00～14:30]
[13:00～13:30]
居室
浴室
居室 居室 居室 居室 居室
脱衣室
特浴室 トイレ
EV
リネン庫 CWルーム
居室
居室
静養室
医務室
居室
居室
居室
トイレ居室
居室
居室
居室
居室 居室 居室 居室 居室 居室
トイレ
EV
リネン庫 CWルーム
居室
居室
居室
居室
居室
トイレ
倉庫
厨房
食堂・機能訓練室
洗濯場
ロビー
正面玄関
事務室
相談室
事務室
トイレ
宿直室
会議室
休憩室
EV
図書コーナー
１F
２F
３F
E T
T S
S
呼
呼
呼
呼 見
見
呼
見
見 /笑
触
TV
外を眺める
利用者が昼食の際は事務室から出ない
椅子に座らせてもらう
外を眺める
リビングを眺める
外を眺める
外を眺める
面会の方について行く
走る
暫く隣に座る
スタッフについて行く
グルーミング
話
話 /触
笑
TV
図 15：追跡調査記録内容 2 図 16：犬の行動の時間の割合
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　図 10 は犬の行動の時間の割合であり、点線で示す２点に着目し
論考を進める。
　まず、利用者と触れ合う時間の割合が最も短い点についてであ
る。原因として、犬と人の視線の不一致が挙げられる。施設の利
用者は大半が車椅子を利用しており、車椅子を利用していない人
も多くの時間を椅子に座って過ごしている。その為、犬に手を伸
ばしても届かなかったり、足元を犬が歩いていても気がつかなかっ
たりすることが多く見られた。追跡調査で得られた犬と利用者が
触れ合う時間は、スタッフが考慮して犬を利用者付近の椅子に座
らせた際に見られたものである。
　次に、移動の時間についてである。犬が移動する際、スタッフ
の作業や利用者の移動を妨げてしまうことが見られた。また、机
の下を周り利用者が落とした食べ物を探す癖が付いていることを
把握した。
　以上から、犬と人の触れ合いを容易にする為の「視線の差異の
解消」、犬と人が互いの移動を妨げない為の「犬の適切な動線の確
保」といった課題を導きだした。
スタッフと触れ合う
利用者と触れ合う
3 分
11 分
32 分
28 分
15 分
外を眺める
移動
他
13:00 外を眺める
13:11 スタッフと触れ合う
13:15 グルーミングをしてもらう
13:30 スタッフと触れ合う
13:30 移動
13:33 スタッフと触れ合う
13:34 移動
13:35 利用者に呼びかけられる
13:38 スタッフに呼びかけられる
13:38 移動
13:42 外を眺める
13:43 スタッフと触れ合う
13:44 人を眺める
13:47 利用者と触れ合う
13:46 移動
13:47 スタッフに呼びかけられる
13:46 移動
13:49 利用者に呼びかけられる
13:53 移動
13:54 スタッフと触れ合う
13:54 利用者に呼びかけられる
13:55 外を眺める
１階
３階
14:00 移動
14:01 スタッフに呼びかけられる
14:01 外を眺める
14:06 スタッフと触れ合う
14:07 移動
14:08 利用者に呼びかけられる
14:08 人を眺める
14:09 スタッフと触れ合う
14:10 移動
14:10 スタッフに呼びかけられる
14:10 移動
14:11 外を眺める
14:12 移動
14:12 利用者と触れ合う
14:14 移動
14:14 外を眺める
14:18 スタッフと触れ合う
14:20 外を眺める
14:25 移動
14:29 スタッフに呼びかけられる
14:30 人を眺める
２階
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図 17：ヒアリング調査記録内容
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3-3. ヒアリング調査
　視察調査後、施設長と犬の世話に深く関わっているスタッフ 1
名を対象にヒアリング調査を行なった。まず、【日頃気をつけてい
ること】について訪ねたところ、脱走防止の為、扉は確実に閉め
るようにしていること、階段での移動は体に負担となる為エレベー
ターを併用するようにしていること等がわかった。次に【アニマ
ルセラピー導入にあたっての課題】について訪ねたところ、犬の
世話が大きな負担であること、犬の老後の世話が課題であること
等がわかった。
　以上から「脱走防止への配慮」「犬の世話の負担」「老犬の暮らし」
【犬の１日の行動】
１階事務室と３階廊下に定位置がある。日中は基本１階で過ごし、夜間は３階
で過ごす。
ご飯は朝と夕方の２回。散歩は夕方１回。
【日頃気をつけていること】
・脱走防止のため扉は確実に閉めるようにしている。また、同理由で放し飼い
は考えていない
・感染症予防のため、衛生面に気を配り清潔に保つようにしている
・階段での移動は体に負担となるため、EVも使うようにしている
【アニマルセラピー導入にあたっての課題】
・主の飼い主がいない為犬にとっては心細いかもしれない
・散歩と餌やりはスタッフの当番制で行なっているが、グルーミング等の世話
は任意で行われている
・過去セラピー犬の老後の世話はスタッフが引き取り自宅で行われてきた
・スタッフの数が足りていないため、犬の世話が十分にできていない
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第 4 章　空間構成手法の考察
　　4-1. 課題に対する手法
　　4-2. モデュールの操作
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第 4章　空間構成手法の考察
4-1. 課題に対する手法
　図 18 で、調査より明らかとなった課題を精査した。また、図
12 は各課題に対する空間構成手法を示す。以下、4つの手法につ
いて述べる。
　1つ目に「レベルの操作」である。レベル差を利用し、犬の運
動能力による行動範囲の制御や、人との視線の差異の解消、犬の
世話負担を軽くするレベル差の設定等を行った。人のレベルを
0mm とすると、犬が自力では上がることのできない -700mm の位置、
着座した人が犬と触れ合い易い +700 の位置、犬のグルーミング等
の世話の際や、来訪者が触れ合い易い +900 の位置の 3つに、犬の
レベルを設定した。
　2つ目に「動線の分割」である。犬の適切な動線の確保と、人
と犬の各々に適した床材の使用を行った。「レベルの操作」で設定
した 3つの犬のレベルを、人のレベルと交わらないように繋ぐ空
間構成を行なった。
　3つ目に「角のない空間」である。老犬の身体能力や視力の低
下を考慮し、平面的には壁にぶつかった際に怪我のしにくい空間
とし、断面的には足腰に負担の少ないスロープ空間とした。
・行動範囲の制御
・床の素材の考慮
・匂いの懸念
アンケート調査
視察調査
ヒアリング調査
・視線の差異
・犬が考慮されていない動線
・脱出防止への配慮
・犬の世話の負担
・老犬の暮らし
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図 18：課題の精査
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第 4章　空間構成手法の考察
レベルの操作
設計手法課題
動線の分割
角のない空間
・行動範囲の制御
・視線の差異
・世話の負担
・脱出防止への配慮
・床の素材の考慮
・犬が考慮されていない動線
・老犬の暮らし
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図 19：課題に対する設計手法の考察
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第 4章　空間構成手法の考察
4-2. モデュールの操作
　課題解決の為の設計手法とは別に、以下２つの手法から設計提
案を行う。
ⅰ.同じ形態を用いる
　一つの形態を人と動物が別の方法で使うことで、互いの生活の
結節点となることを目指す。
ⅱ.同じ要素を用いる
　人の為に作られているある要素を動物の為に再構することで建
物自体の形態が変わり、共生の空間となることを目指す。
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第 5 章　設計提案
　  5-1. 敷地の選定
　  5-2. 設計概要
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第 5章　設計提案
5-1. 敷地の選定
　図 20 は各都道府県別の犬の登録頭数のランキングを、図 21 は
各都道府県別の犬の殺処分数のランキングを示す。双方を比較す
ると、香川県が登録頭数の第 2位に、殺処分数の第 1位にランク
インしている。以上から、犬の飼育に積極的でありながらも課題
を抱える地域として香川県をピックアップし、犬との共生を図る
べく施設を設計する。
順位 都道府県 殺処分数
1 香川県 1,838
2 愛媛県 761
3 603
4 沖縄県 583
5 徳島県 551
6 長崎県 534
7 福岡県 398
8 兵庫県 398
9 鹿児島県 375
10 埼玉県 289
順位 都道府県 人口100人あたりの犬の登録頭数
1 三重県 7.23匹
2 香川県 7.22匹
3 岐阜県 6.58匹
4 群馬県 6.54匹
5 山梨県 6.46匹
6 愛知県 6.35匹
7 6.30匹
8 静岡県 6.24匹
9 熊本県 6.19匹
10 高知県 6.17匹
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図 20：各都道府県別犬の登録件数 図 21：各都道府県別犬の殺処分数
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　選定した敷地は香川県高松市の中心市街地から外れた住宅街の
一角に位置する（図 22）。約 1,780 ㎡の規模であり、現状は 2つ
のユニットで構成される定員 18 名のグループホームが建ってい
る。敷地の北と西にはアプローチとなる道が延び、南には畑が、
西には川が流れており、自然が広がるこの土地は散歩がしやすい
という点で犬の暮らしに適した敷地と言える。また川と敷地の間
には団地があり、犬を飼えない団地で暮らすの住民との本施設に
おいての交流を視野に入れる。
36
図 22：敷地周辺図 S=1:5000
団地
川
畑
敷地
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5-2. 設計概要
1）施設概要
　既存の施設と同様に、2つのユニットで構成されるグループホー
ムを 2匹の小型犬と暮らす想定で設計する。1,780 ㎡の敷地に建
築面積が 960 ㎡、地上 1階、定員 18 名の規模とする（図 23）。
3）ゾーニング
　車両アプローチとした道が伸びる北東に駐車場を、北西と南東
に各ユニットを、南西に犬が利用できる外部空間を、中心に管理
機能を配置した。犬の行動可能範囲は各ユニットと庭とする（図
24）。
2）配置図兼屋根伏図
　図 25 は配置図を示す。北の道を車両用アプローチに、西の道を
歩行者用アプローチとする。庭には２種の空間があり、リビング
と一体となり施設内や地域ボランティアとの行事の際に利用でき
る中庭と、自由に利用できるドッグランとして解放し、周辺住民
との交流スペースとなる公園を設けている。
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図 23：施設概要
用途：グループホーム
規模
敷地面積：1,780 ㎡
延床面積：960 ㎡
階数：地上 1階
施設詳細
定員：18 名（2ユニット）
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外部空間
駐車場ユニット 1
ユニット 2庭
内部空間
犬の動線
管理
図 25：配置図
図 24：ゾーニング
車両アプローチ
歩行者アプローチ
■公園
自由に利用できる
ドッグランとして
解放することで、
周辺住民との交流
スペースとなる。
■中庭
リビングと一体に
使用できる中庭は、
施設内や地域ボラ
ンティアとの行事
の際に利用できる。
第 5章　設計提案
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
4) 内部構成
　3つのレベルの「犬スラブ」と「人スラブ」の関係に応じて各室
を配置する（図 26）。立って犬と触れ合う空間の受付と事務室を
犬スラブの +900 付近に、着座の姿勢で犬と触れ合う空間のリビン
グを犬スラブの +700 付近に、犬と接するべきでないが空間として
共用部と繋がることが好ましい機能を犬スラブ -700 付近に配置す
る。
居室
水回り
人スラブ
犬スラブ
受付
事務室
リビング
犬と接する
犬と接さない
キッチン
ダイニング
±0
+700
-700
+900
犬嫌い犬好き
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図 26：各室のゾーニング
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5）空間構成ダイアグラム
　犬スラブと人スラブの計 4つのレベルのスラブにボイドやブ
リッジを設けることにより、双方の動線を交差させずに共に過ご
すことのできる場をつくる（図 27）。犬の動線となるスラブによ
り各空間に特徴を持たせる。
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図 27：空間構成ダイアグラム
ブリッジ ボイド
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犬室を介して中庭と連続する
キッチンと犬室の関係
第第 5章　設計提案
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
46
ユニット内の様子
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庭が周辺住民に開かれることで犬によるコミュニティが形成される
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第 6章　総括と展望
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49
　施設飼育型のアニマルセラピーを実施している福祉施設を調査
し、現状の課題を把握した上で対応する手法を考察した。またそ
の手法を用い、犬との共生を図ることのできる施設を実地に示す
ことで、今後の人と動物の共生の為の空間構成の可能性を提示し
た。  
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50
参考文献
参考文献
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
51
・「ペットと暮らす住まいのデザイン」 廣瀬慶二，2013， 丸善出版
・「建築知識 2017 年 1 月号 」2017，株式会社エクスナレッジ
・「一般社団法人 ペットフード協会」，
<http://www.petfood.or.jp/>
・「犬・猫の引取り状況（都道府県・指定都市・中核市別）」環境省，
2016，
<http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/statistics
/files/h29_3_4_3.pdf>
人と動物の共生に関する空間構成手法の研究及び福祉施設の設計提案
52
梗概
首都大学東京大学院建築学域
  題名
  －副題－
                                                    01234567 首都太郎
                                                    指導教員 建築花子
（
上
余
白
）
直接印字または柱を貼り付ける
1 枚目
1
43
 01
 02
25
 
21
2 
30
 
（
下
余
白
）
15 15 87 87 6
1 130 30
文字の大きさ 8pt 相当 30 字×43 行×2 段=2580 字
裏面右下隅に鉛筆でページ番号を記入すること    1／○
修士論文用
（左余白） （右余白）
首都大学東京大学院 建築学域 修士論文梗概レイアウト見本
  ・レイアウトは日本建築学会論文集の原稿用紙に準ずる
         （特別研究のレイアウトとは異なるので注意）
  ・枠をはみ出した原稿は印刷できないので注意すること
  ・裏面の右下隅に鉛筆でページ番号を記入すること
  ・裏面に鉛筆で研究室名，氏名を記入すること平成27年度修士論文梗概
第1章　背景と目的
　現在、日本では約2000万頭弱の犬と猫がペットとして飼育されており、その
数は１５歳未満の子供の総数を上回っている(図１)。原因として、未婚率や離
婚率の上昇、交際率の減少等家族がいない人の増大が挙げられ、飼育者は
自分を必要かつ大切にしてくれる存在をペットに求めている。ペットを家畜目
的で飼う時代から愛玩する目的で飼う時代へ変化し、現代では伴侶と見なす
ような状況が生じている。
　また、動物との触れ合いによって心身を改善させる治療方法として、アニマ
ルセラピーという手法があり、医療や福祉、教育の現場で活用されている。効
果として、ペットを飼育することで「病院に行く回数が減った。」「高血圧の飼い
主の血圧が低下した。」等の研究成果が報告されている。現状、日本では欧
米諸国に比べアニマルセラピーの導入に消極的であるが、動物が身近な存
在になるにつれ普及が進むと予測される。
　以上のことから、今後人と動物の関係がより密接になることを仮定し、建築に
おいても人と動物の共生を目指した空間構成手法を導くことを目的とした研
究とする。本研究では施設飼育型のアニマルセラピーを導入しており、人と
動物が同じ建物で暮らしている福祉施設を調査し、設計提案を行う（図2）。
第2章　アンケート調査
　施設内の動物の行動範囲の把握、動物との暮らしの工夫の把握、施設の
平面図の収集を目的に調査を実施した。
2-1.調査概要
　全国の動物を飼育している51の福祉施設を対象に、アンケートの回答と施
設の平面図の送付の依頼を、2017年12月5日〜2017年12月21日の期間に行
った。また、対象施設の探索は施設のwebページの調査によるものである。回
収状況は、アンケートの回答を32の施設から(回収率62.7％)、平面図を25の
施設から(回収率49.0%)得ることができた。
2-2. 調査結果
　図3はアンケートの内容を示す。施設内の動物の行動範囲と暮らしの工夫
に関する、９つの質問に文章で回答して頂いた。
2-2-1. 動物の種類
　アンケートの回答を得た 32 の施設で飼育している 38 匹の動物の種
類については、犬が一番多く 34 匹 (89.5%)、猫が 3匹 (7.9%)、ヤギ
が 1頭 (2.6%) 飼育されていた。また犬の種類は、 雑種が 9 頭、 トイプー
ドルが 7 頭、 シーズーが 5 頭、 ヨークシャーテリアが 3 頭と、 比較的小型
犬が多く飼育されていることが明らかとなった。 世話のしやすさや、 人との
交流を好む性格と言われる犬種が選ばれていることが考えられる。 また、 ブ
リーダーによって躾された犬を探し、 選定している施設も見られた。 飼育さ
れる動物の種類の大半が犬であった為、 以降の分析、 提案等も犬を対象
として行うこととした。
2-2-2. 動物の行動可能範囲
16886436　　新家佐和子
指導教員　　小泉雅生
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図 1：人口 (15 歳未満、65 歳以上 ) と犬 +猫の飼育頭数の推移　
図 2：アニマルセラピーの種類
図 3：アンケート調査内容
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　アンケートの②〜⑥の質問は、動物の施設での過ごし方の把握を目的とし
ている。分析するにあたって、平面図を回収した25の施設の動物の行動可能
範囲、ケージの位置、トイレの位置、食事をする場所、寝る場所、また動物の
為のインテリアの工夫等を平面図上に記した。　図4はその図面の一例を示
す。施設1では動物が全範囲行動可能である。寝室としてケージ内以外に、
利用者の居室が設定されており、動物と人が深く関わっていることがわかる。
施設2では動物が一部の共用部のみ行動可能であり、利用者の主な生活範
囲から外れたところで、動物が過ごしていることが読み取れる。また、各施設
の動物の行動範囲が広域な施設から狭域な施設までを5段階に分類し、図5
はその分類結果を示す。
2-2-3.動物との暮らしの工夫
　　アンケートの⑦〜⑨の質問は、動物との暮らしの工夫や理想的な環境の
把握を目的としている。多く見られた回答として、インテリアの工夫では、柵や
リード等で動物の行動範囲を調整する工夫があった。理想の環境としては、
犬が滑りにくい床や消臭機能を持つ壁紙等の材料に関する意見や、動物が
遊んだり排泄したりする為の外部空間が欲しい等の意見があった。また、動
物のしつけに関する意見や、動物が嫌いな方への考慮が重要且つ難しい等
の意見があった。
2-3.小括
　図6はアンケートの回答の分析結果を示す。表の縦軸は各施設の動物の行
動範囲を５段階に分類したものであり、横軸はアンケートの各質問に対して多
く得られた回答である。
　表の点線で示す範囲に着目すると、「質問③：ケージを設置している施設」
の割合は動物の行動可能範囲が広い程低く、狭い程高くなっており、動物の
行動可能範囲が広いほど動物との暮らしに対する抵抗が低いことがわかる。
「質問⑦：行動範囲制御の工夫をしている施設」の割合は動物の行動範囲が
広い程高く、狭い程低くなっており、動物と暮らすためには行動範囲の制御
を始めとする、インテリアの工夫をすることが好ましく、現状の建物は動物の
暮らしに対応しないことがわかる。「質問⑨：好き嫌いの配慮が必要とコメント
した施設」の回答は動物の行動範囲が狭い施設のみに見られ、動物が苦手
な人への配慮が動物飼育への課題であることがわかる。
　以上のことから、福祉施設で動物を飼育するにあたって「人の生活や動物
が苦手な人を考慮した、動物の行動範囲の制御」が主題であることが明らか
となった。
第3章　視察・ヒアリング調査
　アンケート調査を行なった中から一つの施設をピックアップし、施設内での
動物の過ごし方と、アニマルセラピー活動に関わる人の意見を把握を目的に
、視察・ヒアリング調査を実施した。
3-1.施設概要
　図7は調査を行なった施設の概要を示す。Sk施設は神奈川県横浜市に位
置し、特別養護老人ホームとショートステイのサービスを行なっており、大半
の利用者は車椅子を中心とした生活を送っている。昭和59年に開設後、昭
和６１年には日本動物病院福祉協会（JAHA）の支援により日本で初めてアニ
マルセラピーを導入した。現在１は匹のセラピー犬を飼育しており、また月に
一度JAHAのボランティアにより他の動物が訪問し、利用者と触れ合う機会が
設けられている。
　図8は施設の平面図を示す。地上３階建の建物は、1階は事務室などスタッ
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図 4：動物の施設の利用状況の調査
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図 6：調査結果の分析
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フが利用する空間であり、2階と3階が利用者の生活空間となっている。Sk施
設の犬は施設の厨房以外を行動可能であり、定位置となるベットとトイレは1
階の事務室と3階の廊下に設置されている。
3-2.視察調査
　13:00〜14:30の間、施設内で犬の追跡調査を行い、犬とその周辺の利用者
、スタッフの行動を記録した（図9）。図10は犬の行動の時間の割合であり、点
線で示す２点に着目し論考を進める。
　まず、利用者と触れ合う時間の割合が最も短い点についてである。原因とし
て、犬と人の視線の不一致が挙げられる。施設の利用者は大半が車椅子を
利用しており、車椅子を利用していない人も多くの時間を椅子に座って過ご
している。その為、犬に手を伸ばしても届かなかったり、足元を犬が歩いてい
ても気がつかなかったりすることが多く見られた。追跡調査で得られた犬と利
用者が触れ合う時間は、スタッフが考慮して犬を利用者付近の椅子に座らせ
た際に見られたものである。
　次に、移動の時間についてである。犬が移動する際、スタッフの作業や利
用者の移動を妨げてしまうことが見られた。また、机の下を周り利用者が落と
した食べ物を探す癖が付いていることを把握した。
　以上から、犬と人の触れ合いを容易にする為の「視線の差異の解消」、犬と
人が互いの移動を妨げない為の「犬の適切な動線の確保」といった課題を導
きだした。
3-3.ヒアリング調査
　視察調査後、施設長と犬の世話に深く関わっているスタッフ1名を対象にヒ
アリング調査を行なった。まず、【日頃気をつけていること】について訪ねたと
ころ、脱走防止の為、扉は確実に閉めるようにしていること、階段での移動は
体に負担となる為エレベーターを併用するようにしていること等がわかった。
次に【アニマルセラピー導入にあたっての課題】について訪ねたところ、犬の
世話が大きな負担であること、犬の老後の世話が課題であること等がわかっ
た。
　以上から「脱走防止への配慮」「犬の世話の負担」「老犬の暮らし」が課題で
あることが明らかとなった。
第4章　空間構成手法の考察　
4-1.課題に対する手法
　図11で、調査より明らかとなった課題を精査した。また、図12は各課題に対
する空間構成手法を示す。以下、4つの手法について述べる。
　1つ目に「レベルの操作」である。レベル差を利用し、犬の運動能力による行
動範囲の制御や、人との視線の差異の解消、犬の世話負担を軽くするレベ
ル差の設定等を行った。人のレベルを0mmとすると、犬が自力では上がること
のできない-700mmの位置、着座した人が犬と触れ合い易い+700の位置、犬
のグルーミング等の世話の際や、来訪者が触れ合い易い+900の位置の3つ
に、犬のレベルを設定した。
　2つ目に「動線の分割」である。犬の適切な動線の確保と、人と犬の各々に
適した床材の使用を行った。「レベルの操作」で設定した3つの犬のレベルを
、人のレベルと交わらないように繋ぐ空間構成を行なった。
　3つ目に「角のない空間」である。老犬の身体能力や視力の低下を考慮し、
平面的には壁にぶつかった際に怪我のしにくい空間とし、断面的には足腰
に負担の少ないスロープ空間とした。
　4つ目に「風の抜ける形態」である。動物の匂いに対する懸念が調査で明ら
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かとなり、消臭機能の付いた壁紙を利用したいという意見が得られたが、今回
は建物の形態について考察した。
4-2.モデュールの操作
　犬と人の2つの主体が同じ空間を利用することに着目し、以下の2つの手法
を導き出した。1つ目に「同じ形態を用いる」ことで、1つの形態を人と犬が使用
することを前提に設計し、互いの生活の結節点を生み出した。2つ目に「同じ
要素を用いる」ことで、人の為に作られたある要素を犬の為に再構した。
第5章　設計提案
　前章までの分析結果の有効性を示す試みとして、人と犬の共生を主題とし
た福祉施設の設計提案を行う。またプログラムには、第2章の調査対象施設と
して、全体の半数以上の割合を占め最も多い結果となったグループホームを
選定した。
5-1.敷地の選定
　図13は各都道府県別の犬の登録頭数のランキングを、図14は各都道府県
別の犬の殺処分数のランキングを示す。双方を比較すると、香川県が登録頭
数の第2位に、殺処分数の第1位にランクインしている。以上から、犬の飼育
に積極的でありながらも課題を抱える地域として香川県をピックアップし、犬と
の共生を図るべく施設を設計する。
　選定した敷地は約1,780㎡の規模であり、現状は2つのユニットで構成される
定員18名のグループホームが建っている。中心市街地から外れたこの敷地
の南には畑が、西には川が流れており、施設と川の間には市営の団地が建
ち並んでいる。また、敷地の北と西にはアプローチとなる道が延びる。
5-2.設計概要
　既存の施設と同様に、2つのユニットで構成されるグループホームを3匹の
小型犬と暮らす想定で設計した。空間構成としては3つのレベルの「犬スラブ
」と1つのレベルの「人スラブ」を設定し、双方の操作により一繋がりの空間の
場を特性づけている。第4章で得られた手法を用い、敷地周辺の要素に対応
させ設計することで、犬との共生を図ることのできる施設を実地に示し、第4章
で導き出された設計手法の有効性を実証した。
第6章　総括と展望  
　施設飼育型のアニマルセラピーを実施している福祉施設を調査し、現状の
課題を把握した上で設計提案を行い、今後の人と動物の共生の為の空間構
成の可能性を提示した。  
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順位 都道府県 殺処分数
1 香川県 1,838
2 愛媛県 761
3 603
4 沖縄県 583
5 徳島県 551
6 長崎県 534
7 福岡県 398
8 兵庫県 398
9 鹿児島県 375
10 埼玉県 289
順位 都道府県 人口100人あたりの犬の登録頭数
1 三重県 7.23匹
2 香川県 7.22匹
3 岐阜県 6.58匹
4 群馬県 6.54匹
5 山梨県 6.46匹
6 愛知県 6.35匹
7 6.30匹
8 静岡県 6.24匹
9 熊本県 6.19匹
10 高知県 6.17匹
図 10：犬の行動の時間の割合
図 12：課題に対する設計手法の考察
図 13：各都道府県別犬の登録件数 図 14：各都道府県別犬の殺処分数
図 11：課題の精査
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人スラブ
犬スラブ
受付
事務室
リビング
犬と接する
犬と接さない
キッチン
ダイニング
±0
+700
-700
+900
犬嫌い犬好き
居室の配置ダイアグラム
3 つのレベルの「犬スラブ」と「人スラブ」の関係に応じて諸室を配置する。犬と接するべき
でないが、空間として共用部と繋がることが好ましい機能を犬スラブ -700 付近に配置する。
配置図兼屋根伏図
■公園
自由に利用できるドッグラン
として解放することで、周辺
住民との交流スペースとなる。
ボイドを設ける
犬スラブ
+900
+700
±0
-700
人スラブ
双方のスラブを
合流させずに犬
スラブを繋ぐ
■中庭
リビングと一体に使用できる中
庭は、施設内や地域ボランティ
アとの行事の際に利用できる。
■畑
家庭菜園を行う。玄関と居室のバッ
ファーとしての役割も果たす。
メインアプローチ
サブアプローチ
敷地図
香川県高松市の中心市街地から外れた住宅街の一角に位置する。周
辺に畑や川といった自然が広がり、散歩がしやすいという点で犬の
暮らしに適した敷地と言える。また西には団地が建ち並んでおり、
本施設において犬を飼えない団地の住民との交流を視野に入れる。
平面ゾーニング
中心に「玄関」「事務室」「中庭」を配置し、その左右に各ユニット各が並ぶ。一繋がりの室
に外部を挿入することでユニットが分けられている。
施設概要
S=1:8000
空間構成ダイアグラム
「人スラブ」にボイドを設けることで、下部
の「犬スラブ」が現れ上部との動線を作る。
またボイドと犬スラブの介入により、人ス
ラブの場に特性を持たせる。
用途：グループホーム
規模
敷地面積：1,780 ㎡
延床面積：960 ㎡
階数：地上 1階
施設詳細
定員：18 名（2ユニット）
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